
　Ａ　順調である

　Ｃ　課題がある

　Ｂ　一部課題がある

　各事業において、関係の法令等に即してきめ細かな区の行政支援の姿をみることができる。しかし、国の
虐待件数や貧困率などをみると、今後、配慮を要する子供・家庭への支援は、台東区でもより充実の方向
を考える必要がある。また、ひとり親家庭に対する自立支援サービス利用者の１６人中１２人が訓練中であ
り、その就職率が１００％であるとの成果に学び、個々の自立に向けた支援ケースを具体化し、その応用・
一般化を図ってほしい。
　各事業の具体化は、区民全体の「配慮を要する子供」への認知度や理解度を測る指標となるものと考えら
れよう。区民にやさしい台東区のレベルアップに資するよう、質の高いネットワークづくりの実現を期待した
い。
　２９年度から、虐待を受けている児童・生徒自身がＳＯＳを出せるよう、小・中学校のモデル校で児童・生徒
向けの啓発活動を実施しており、今後の成果に期待したい。教育現場からの臨床的な実践をどう具体化す
るのか、各担当課等の相互連携の構想を区民に明らかにし、そのロードマップを示してほしい。要は「人の
意識と動き」がこの課題の理解度を深めると考える。
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Ⅲ　暮らしやすいまち

Ⅲ-２．次の世代の育成

（１）安心して子育てできる環境づくり

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 要保護児童支援ネットワーク体制の充実

施
策
の
執
行
状
況

④ 発達障害児（者）の総合的な相談支援の充実 ⑨

Ｂ
　要保護児童支援ネットワークにおいて関係機関との緊密な連携や見守り、保護者の養育力を高める取り
組みを行っている。さらに、平成２８年度に開始した「ゆりかご・たいとう」と乳児家庭全戸訪問との連携によ
り不安や心配のある世帯に対して早期対応が可能となっている。また、近隣住民や社会全体の児童虐待問
題への関心の高まりにより、通報・相談件数が増え、要保護児童数は増加している。
　発達障害児（者）の総合的な相談支援の充実を図るため、「台東区発達障害児（者）支援方針」を平成２８
年度に策定した。また、心身障害児等が集団生活や社会生活等への適応能力を向上するための療育回数
は増加している。ひとり親家庭に対する自立支援サービス利用者の就業率は減少しているが、サービス利
用者１６人中１２人が訓練中であり、訓練を修了した者が就職した割合は１００％と、ひとり親家庭の経済的
自立が図られている。しかし、こども療育室の利用については、総数は増えているが一人あたりの回数は
減っており、療育を提供するための指導室の拡大が必要となるなど、一部課題がある。

● 要保護児童やその家庭に対する要保護児童支援ネットワーク関係機関の連携や見守りにより、子どもたちの安全が確保
　　され、心身ともに健全に育つことができています。
● 障害のある子どもやその家庭に対する支援の充実が図られ、子どもの障害の有無にかかわらず、安心して子育てできる
　　環境が確保されています。
● ひとり親家庭に対する各種生活支援サービスや安定した就業に向けた支援により、ひとり親家庭の経済的な自立が図ら
　　れています。

主
管

区民部

４６０人

こども療育室利用児
一人あたりの療育回数

３.２回／月

減　少 ４６６人

４回以上／月 ３.９回／月

計画策定時
（26年度末）

指標名

保護者の養育力の向上

療育サービスの充実

28年度27年度

［

⑩

②

③

⑤

要保護児童支援ネットワーク機能・専門性の強化

目　標
（36年度末）

64 ］ 配慮を要する子どもや家庭への支援

⑥ 障害のある子どもを養育している家庭への支援

ひとり親家庭等への支援⑦

⑧



１３０人

１０件 １０件

１件 １０件

１５件

１３０人

実績

２２０人

通所児童数

１２８人

相談児童数

１８７人

８,１３０回

目標

利用人数

実績

目標

推　進

推　進

４８人 ５２人

検　討 策　定

検　討 策　定

１８１人 ２２０人

―

目標

自立支援教育訓練
給付件数

１件

学習支援

高等職業訓練促進
給付件数

３件

実績 ２件

７件

自立支援プログラム
策定件数

５１件

障害福祉課

２４０人

２２０人

実績 ５４人 ５４人

年２２０人

５２人

８,２００回

４７人

障害福祉課

実績

延べ利用回数

６,８６０回

目標 ２２０人

1

子ども家庭
支援セン
ター

実　施

推　進

推　進

実　施 実　施

推　進

子ども家庭
支援セン
ター

推　進推　進

実　施 実　施

実績

推　進

目標 実　施

（198）発達障害児（者）
の総合的な相談支援の
充実

目標

目標

実績

―

総合的な相談支援方針

検討・策定・推進

実績

実績

目標

（197）要保護児童支援
ネットワーク

実績

障害福祉課

実績

実　施

目標

現況
（26年度末）

計画事業量
年度別

事業計画

目標関係機関との連携

推　進

虐待事例への対応

実　施

推　進

 施策を構成する行政計画事業の進捗

所管課
（事業№）

行政計画事業名
27年度 28年度

29年度
（見込み）

５件

実績

5
（201）ひとり親家庭の自
立支援

目標 １０件

目標 ４４人

実績

年１３０人

年１０件

年５件

年５０件

目標

実績

3 （199）心身障害児療育

目標
障害福祉課

障害福祉課

2

6 （202）学習支援

目標 検　討 実　施 実　施

実績 検　討 実　施 実　施

実績

実績

保護課

目標

4

５件

１４件

目標 ５０件 ５０件 ５０件

実績 ５８件 ７３件 ５０件

５件

（200）障害児通学支援

子育て・若者
支援課

子育て・若者
支援課

子育て・若者
支援課

検討・実施

５９人

目標 ７,０００回 ７,６００回 ８,２００回

７,３６１回 ７,６４５回

１３０人

１２５人 １３０人 １３０人


